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The immune system is based on the identification of self and non-self. Mannose-binding 

proteins (MBPs) recognize mannose, a monosaccharide unique to the surface of pathogens, 
which activates the system of pathogen elimination. On the other hand, they do not bind 
galactose, which is unique to human erythrocytes. In this study, we aimed to elucidate the 
mechanism of the immune system in MBPs at the molecular level by utilizing the cutting-edge 
gas-phase infrared spectroscopy.  
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免疫系の基本は、自己と非自己を識別する能力である。細胞表面の糖鎖は細胞の種

類や状態を示す指標であり、病気や免疫に深く関与する。糖鎖を認識する糖結合タン

パク質をレクチンといい、マンノース結合レクチン（MBL）は病原体糖鎖特有のマン

ノース（図）に結合し、免疫反応を誘導して病原体の分解を促進する。一方で MBL
はヒト赤血球特有のガラクトース（図）には結合しない。X 線結晶構造解析では、MBL
中の Ca²⁺がマンノースの特定の部位と結合することが判明している 1が、ガラクトー

スとの結晶構造が得られていないため、この選択性の理由は不明である。そこで本研

究では、糖と MBL の結合部位、さらには Ca²⁺を組み合わせた複合体を気相中に取り

出し、赤外分光法を用いて MBL の糖認識メカニズムを解明することを目指した。そ

の結果、マンノース、ガラクトースともに Ca2+に対して 3 つの OH 基で配位する三配

位構造を取り、両者に構造的な違いはほとんど見られないことが分かった。実際のタ

ンパク質では多数の水分子があることが分かっており、MBL の糖認識に水和が重要

であることが示唆された。 
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